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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のウィンドウを表示可能な主表示装置と、補助表示装置とを備える情報処理装置に
おいて、
　全画面表示と通常画面表示とを切り替える画面モード切替手段と、
　前記画面モード切替手段によって通常画面表示への切り替えがなされた場合、ウィンド
ウの表示サイズを前記主表示装置の表示可能領域サイズ以下になるように切り替えるとと
もに、該ウィンドウの付加情報を前記主表示装置に表示する表示制御手段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記画面モード切替手段によって全画面表示への切り替えがなさ
れた場合、ウィンドウの表示サイズを前記主表示装置の表示可能領域と略同一サイズにな
るように切り替えるとともに、該ウィンドウに対する付加情報を前記補助表示装置に表示
することを特徴とした情報処理装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段によって通常画面表示に切り替えられた場合の前記主表示装置に表示
される付加情報と、前記表示制御手段によって全画面表示に切り替えられた場合の前記補
助表示装置に表示される付加情報とは、前記主表示装置に表示されたウィンドウに対する
操作メニューであり、
　通常画面表示時に前記主表示装置に表示された前記操作メニューを選択指示する主選択
指示手段と、
　前記補助表示装置に表示された前記操作メニューを選択指示する補助選択指示手段とを
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更に備えることを特徴とした請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記補助選択指示手段は、前記補助表示装置に重畳されたタッチパネルであることを特
徴とした請求項２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記主選択指示手段及び前記補助選択指示手段は１つのポインティングデバイスを共用
し、前記画面モード切替手段によって通常表示画面への切り替えがなされた場合、前記表
示制御手段は前記ポインティングデバイスのカーソルを前記主表示装置に表示するととも
に、前記ポインティングデバイスを主選択指示手段として制御し、前記画面モード切替手
段によって全画面表示への切り替えがなされた場合、前記表示制御手段は前記ポインティ
ングデバイスのカーソルを前記補助表示装置に表示するとともに、前記ポインティングデ
バイスを補助選択指示手段として制御する選択指示切替手段をさらに備えることを特徴と
した請求項２記載の情報処理装置。
【請求項５】
　複数のウィンドウを表示可能な主表示装置と、補助表示装置とを備える情報処理装置の
表示制御方法において、
　通常画面表示への切り替えがなされた場合、ウィンドウの表示サイズを前記主表示装置
の表示可能領域サイズ以下になるように切り替えるとともに、該ウィンドウの付加情報を
前記主表示装置に表示し、
　全画面表示への切り替えがなされた場合、ウィンドウの表示サイズを前記主表示装置の
表示可能領域サイズと略同一サイズになるように切り替えるとともに、該ウィンドウの付
加情報を前記補助表示装置に表示することを特徴とした情報処理装置の表示制御方法。
【請求項６】
　複数のウィンドウを表示可能な主表示装置と、補助表示装置とを備えるコンピュータに
、
　通常表示画面への切り替えがなされた場合、ウィンドウの表示サイズを前記主表示装置
の表示可能領域サイズ以下になるように切り替えるとともに、該ウィンドウの付加情報を
前記主表示装置に表示し、
　全画面表示への切り替えがなされた場合、ウィンドウの表示サイズを前記主表示装置の
表示可能領域サイズと略同一サイズになるように切り替えるとともに、該ウィンドウの付
加情報を前記補助表示装置に表示することを特徴とした情報処理装置の表示制御プログラ
ムを記録した記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パーソナルコンピュータや日本語ワードプロセッサ、携帯情報端末などの情報
機器のみならず、家電製品やカーナビゲーションなどメインディスプレイとサブディスプ
レイを備える機器全てに関する。
【０００２】
【従来の技術】
特開平６－１０３０１９号公報には、ポータブルコンピュータにおいて現在の状態を制御
し、これをモニターできるサブディスプレイをメインディスプレイとは別に用意するとい
う発明が開示されている。メインとサブの複数の表示装置を使用しているが、これらの表
示内容は全く関連性のないものである。
【０００３】
特開平９－２６８３２号公報では、メインディスプレイに対し、省電力と機能付加のため
にサブディスプレイを用意している。メインディスプレイよりも小さく、解像度も低いが
消費電力も少ないサブディスプレイを使用し、メインディスプレイを使わないことで、低
省電力を実現するという発明が開示されている。また、サブディスプレイ側にページャー
機能やタッチパネル機能を持たせて、メインディスプレイのみより操作性の向上を図って
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いる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記記載の技術においては、なお以下のような課題を有している。
【０００５】
特開平６－１０３０１９号公報、及び、特開平９－２６８３２号公報記載の技術では、メ
インディスプレイへの表示において最大領域まで使用する場合、付加情報等の表示のため
に真に画面最大まで使用することができなかった。またサブディスプレイを使用する場合
には、メインディスプレイで処理できる内容もサブディスプレイに表示しており、操作を
わかりにくくしていた。メインディスプレイ中に複数のウィンドウ表示がある場合には、
どのウィンドウのメニューがサブディスプレイ上に表示されているのかわかりにくかった
。
【０００６】
また、サブディスプレイの付加情報に対して何か入力を行う場合、直接入力ができず手間
がかかり、他の入力機器から行っても別途接続が必要であった。
【０００７】
さらに、ポインタを移動させたい場合に、メインディスプレイからサブディスプレイまで
入力機器を使ってポインタを移動する必要があり、余分な操作をしていた。
【０００８】
本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、その目的とするところは、メイ
ンディスプレイを最大領域まで使用する場合には付加情報等をサブディスプレイに表示し
、適正なウィンドウサイズの場合はそのウィンドウの近傍にメニューが開くようにするこ
とにより、通常表示と最大表示でどちらも使いやすくわかりやすい操作性を実現すること
である。
【０００９】
また、サブディスプレイの内容に対して指示を入力できるようにすることで、メインディ
スプレイ表示はそのままで、サブディスプレイを見ながら指示を行えるようにする。これ
により一層の使いやすさを実現することを目的とする。
【００１０】
また、そこでサブディスプレイ自身にタブレット機能を持たせて、表示内容に対して直接
指示できるようにする。これによりより一層の使いやすさを実現することを目的とする。
【００１１】
また、メインディスプレイを最大領域まで使用しサブディスプレイが有効になった際に、
メインディスプレイからサブディスプレイに自動でポインタを動かすようにする。これに
より入力機器から手を離さずに連続的に操作が可能になり、一層の使いやすさを実現する
ことを目的とする。
【００１２】
以上のことから、本特許は従来の先願にない特徴を有することがわかる。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
本発明における情報処理装置は、複数のアプリケーションウィンドウを表示可能な主表示
デバイスと、前記主表示デバイスより小型の補助表示デバイスとを備える情報処理装置に
おいて、アプリケーションウィンドウの表示モード切換を指示する切換指示手段と、前記
切換指示手段によって通常表示モードへの切換指示がなされた場合、アプリケーションウ
ィンドウの表示サイズを前記主表示デバイスの表示可能領域サイズ以下のサイズになるよ
うに切換表示するとともに、該アプリケーションウィンドウに対する付加情報を前記主表
示デバイスに表示する通常表示制御手段と、前記切換指示手段によって全画面表示モード
への切換指示がなされた場合、アプリケーションウィンドウの表示サイズを前記主表示デ
バイスの表示可能領域サイズと略同一サイズになるように切換表示するとともに、該アプ
リケーションウィンドウに対する付加情報を前記補助表示デバイスのみに表示する全画面
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表示制御手段とを備えることを特徴とする。
【００１４】
また、本発明における情報処理装置は、前記通常表示制御手段によって前記主表示デバイ
スに表示される付加情報、及び前記全画面表示制御手段によって前記補助表示デバイスの
みに表示される付加情報は、前記主表示デバイスに表示されたアプリケーションウィンド
ウに対する操作メニューであり、前記主表示デバイスに表示された前記操作メニューを選
択指示する主選択指示手段と、前記補助表示デバイスに表示された前記操作メニューを選
択指示する補助選択指示手段とを更に備えることを特徴とする。
【００１５】
さらに、本発明における情報処理装置は、前記補助選択指示手段が前記補助表示デバイス
に重畳されたタッチパネルであることを特徴とする。
【００１６】
さらに、前記主選択指示手段及び前記補助選択指示手段は１つのポインティングデバイス
を共用し、前記切換指示手段によって通常表示モードへの切換指示がなされた場合、前記
通常表示制御手段は前記ポインティングデバイスのカーソルを前記主表示デバイスに表示
するとともに、前記ポインティングデバイスを主選択指示手段として制御し、前記切換指
示手段によって全画面表示モードへの切換指示がなされた場合、前記全画面表示制御手段
は前記ポインティングデバイスのカーソルを前記補助表示デバイスに表示するとともに、
前記ポインティングデバイスを補助選択指示手段として制御する選択指示切替手段をさら
に備えることを特徴とする。
【００１７】
さらに、本発明における情報処理装置の表示制御方法は、複数のアプリケーションウィン
ドウを表示可能な主表示デバイスと、前記主表示デバイスより小型の補助表示デバイスと
を備える情報処理装置の表示制御方法において、通常表示モードへの切換指示がなされた
場合、アプリケーションウィンドウの表示サイズを前記主表示デバイスの表示可能領域サ
イズ以下のサイズになるように切換表示するとともに、該アプリケーションウィンドウに
対する付加情報を前記主表示デバイスに表示し、全画面表示モードへの切換指示がなされ
た場合、アプリケーションウィンドウの表示サイズを前記主表示デバイスの表示可能領域
サイズと略同一サイズになるように切換表示するとともに、該アプリケーションウィンド
ウに対する付加情報を前記補助表示デバイスのみに表示することを特徴とする。
【００１８】
さらに、本発明における情報処理装置の表示制御プログラムを記録した記録媒体は、複数
のアプリケーションウィンドウを表示可能な主表示デバイスと、前記主表示デバイスより
小型の補助表示デバイスとを備えるコンピュータに、通常表示モードへの切換指示がなさ
れた場合、アプリケーションウィンドウの表示サイズを前記主表示デバイスの表示可能領
域サイズ以下のサイズになるように切換表示するとともに、該アプリケーションウィンド
ウに対する付加情報を前記主表示デバイスに表示し、全画面表示モードへの切換指示がな
された場合、アプリケーションウィンドウの表示サイズを前記主表示デバイスの表示可能
領域サイズと略同一サイズになるように切換表示するとともに、該アプリケーションウィ
ンドウに対する付加情報を前記補助表示デバイスのみに表示することを特徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明における情報処理装置の実施形態に関して図面を用いてその実施例を説明
する。
【００２０】
図１は、本発明における情報処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【００２１】
１は主となる情報の表示を行う主表示装置、２は付加情報の表示を行う補助表示装置、３
はプログラムの実行を行う中央処理装置（ＣＰＵ）、４は各装置のＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ
　Ｉｎｐｕｔ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）などといった基本プログラムの一部や、フ
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ォント、辞書などの固定データを格納するＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）
、５は装置の処理に必要な情報や各種データ及び拡張性のあるプログラムなどを格納する
データの更新が可能なＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）である。こ
こには８の内部記憶装置から画面モード検出機能５１や画面モード切替機能５２、ポイン
タ位置検出機能５３などのプログラムがロードされる。６はキー入力などを受け付けるキ
ー入力装置、７は座標の入力等を受け付けるマウスや補助表示装置２に重畳した透明タブ
レットなどのポインティングデバイス、８はＲＡＭにロードするプログラムや保存データ
を格納するハードディスクやフラッシュメモリーなどの情報の記憶を行う内部記憶装置、
９はＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等の様々なデータを記憶した外部記憶装置である。
【００２２】
図２は、本発明の情報処理装置の基本的な表示の一例である。
【００２３】
図２（ａ）は、通常画面表示時の画面例である。主表示装置１上にウィンドウが表示され
ており、その近傍に該ウィンドウの付加情報Ａが表示されている。この時補助表示装置２
の表示内容は特に規定していない。
【００２４】
この状態に対し、図２（ｂ）は、ユーザー等の指示によりウィンドウ最大表示に移行した
ときの全画面表示時の画面例である。主表示装置１の画面一杯まで図２（ａ）のウィンド
ウ表示が拡大され、付加情報Ａは補助表示装置２に表示している。
【００２５】
本発明の情報処理装置の基本的な動作を、図３のフローチャートを用いて説明する。
【００２６】
図２（ａ）のように、主表示装置１にウィンドウ表示と付加情報が表示された通常画面表
示状態で入力待ち状態であるとする（ステップＳ１１）。入力があると、その入力がユー
ザーのキー等による全画面表示の指示かどうかの判断を行い（ステップＳ１２）、全画面
表示の指示でなければステップＳ２１へ移行する。
【００２７】
全画面表示の指示であった場合、現在既に全画面表示であるかどうか画面の表示モードを
チェックする（ステップＳ１３）。これは画面モード検出機能５１によって画面の表示モ
ード情報を参照することで行う。既に全画面表示であった場合はステップＳ１１の入力待
ち状態に戻る。
【００２８】
通常画面表示であった場合は現在表示している（アクティブな）ウィンドウの付加情報が
あるかどうかの判断を行い（ステップＳ１４）、ある場合のみ補助表示手段２に付加情報
を表示し（ステップＳ１５）、ない場合はステップＳ１６に移行する。
【００２９】
付加情報を表示すると、画面モード切替機能５２でモードの切り替えを行い（ステップＳ
１６）、主表示装置１の画面全体を全画面表示モードでの再表示を行う（ステップＳ１７
）。この後、入力待ち状態に戻る（ステップＳ１１）。以上の動作により、図２（ｂ）の
ように表示される。
【００３０】
ステップＳ１２において、全画面表示の指示でなかった場合は、通常画面表示の指示かど
うかの判断を行い（ステップＳ２１）、通常画面表示の指示でなければ後述する図４のフ
ローチャート（ステップＳ３１）に移行する。通常画面表示の指示の場合は、次に画面モ
ードのチェックを行い（ステップＳ２２）、通常画面表示中であれば入力待ちに戻る（ス
テップＳ１１）。
【００３１】
全画面表示中の場合は補助表示装置２において付加情報を表示中であるかどうかの判断を
行い（ステップＳ２３）、表示中である場合のみ補助表示装置２の表示をクリアし（ステ
ップＳ２４）、表示中でない場合はステップＳ２５に移行する。
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【００３２】
表示をクリアすると、画面モード切替機能５２でモードの切り替えを行い（ステップＳ２
５）、主表示装置１の画面全体を通常画面表示モードでの再表示を行う（ステップＳ２６
）。この後、入力待ち状態に戻る（ステップＳ１１）。以上の動作により、図２（ａ）の
ように表示される。
【００３３】
以上の動作により、最大領域まで使用して情報を表示するように指示した場合に、その情
報の付加情報を補助表示装置２に表示することができ、また、通常領域で表示するように
指示すると、補助表示装置２の付加情報はクリアされて主表示装置１に通常状態で表示す
ることができる。
【００３４】
図４は、画面の表示モードを指示する入力以外の入力があった場合の動作を示すフローチ
ャートである。
【００３５】
前記図３のステップＳ１２及びステップＳ２１において、入力が全画面表示の指示以外、
及び、通常画面表示の指示以外であると判断された場合、さらに、文字キーによる入力で
あるかチェックする（ステップＳ３１）。文字キーによる入力であった場合は、主表示装
置１への文字入力の処理を行い（ステップＳ３２）、入力待ちに戻る（ステップＳ３６）
。
【００３６】
文字キーによる入力でなかった場合は、次に現在の画面の表示モードをチェックする（ス
テップＳ３３）。この時通常画面表示中であった場合は、主表示装置１の表示内容（メニ
ューやその他の項目）に対する入力処理を行う（ステップＳ３４）。また全画面表示中で
あった場合は、補助表示装置２の表示内容に対する入力処理を行う（ステップＳ３５）。
この後は再び入力待ちに戻る（ステップＳ３６）。
【００３７】
以上の動作により、通常画面表示中の場合は主表示装置１の表示内容に対する入力処理が
行われ、全画面表示中の場合は補助表示装置２の表示内容に対する入力処理を行うことに
なる。
【００３８】
［第１の実施例］
図５は、本発明の第１の実施例である情報処理装置の表示例であり、補助表示装置２に表
示する操作メニュー等をキー入力装置６を用いて操作する場合の表示例である。これらの
図は全画面表示を行った後に補助表示装置２に表示される内容を示している。操作メニュ
ー等は主表示装置に表示された情報の付加情報であり、入力または選択を必要とするもの
である。
【００３９】
図５（ａ）はメニュー上の選択項目１番目にカーソルがある状態を示している。この状態
のときに「実行」して項目１の階層下に移動した状態が図５（ｂ）である。一般に補助表
示装置の表示画面は狭く表示領域は限られているので、全ての選択項目は表示せずに、階
層ごとに表示する。
【００４０】
図５（ｄ）乃至図５（ｇ）は図５（ｃ）に示すような例えば３行分のデータがある場合の
表示例である。図５（ｄ）は３行分のデータの１行目にカーソルがある状態を示している
。この時カーソル移動できる方向は下だけであるので、それを示す下方向移動可能表示（
ｄ－１）が表示される。
【００４１】
図５（ｄ）の状態で入力装置から下矢印キーを入力する等により、カーソルが下方向移動
したときの状態が図５（ｅ）である。図５（ｅ）の状態では上方向と下方向にカーソル移
動ができるため、上方向移動可能表示（ｅ－１）と下方向移動可能表示が表示される。ま
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た項目の内容が表示領域内に納まりきらないため、項目全部を表示するために画面をスク
ロールできるようになっている。そのために右方向移動可能表示（ｅ－２）も表示されて
いる。図５（ｅ）の状態で入力装置から右矢印キーを入力する等により、右にカーソル移
動した状態が、図５（ｆ）である。図５（ｅ）の残りの部分が表示され、移動可能方向表
示は上下方向と、項目先頭部分を表示するための左方向への移動を示す左方向移動可能表
示（ｆ－１）が表示されている。
【００４２】
図５（ｇ）は３行目にカーソル移動したときの状態を表している。項目内容と上方向への
移動可能表示を表示している。
【００４３】
本発明の情報処理装置の補助表示装置２に操作メニューを表示する場合の入力処理の動作
を図６のフローチャートを用いて説明する。図６は、図４のステップＳ３５の処理を詳細
に説明するものである。
【００４４】
補助表示装置２に対する入力があると（ステップＳ４１）、矢印キー等のカーソル移動キ
ーかどうか判定を行い（ステップＳ４２）、カーソル移動キーであれば現在の付加情報の
表示内容に対し有効であるかどうか判定する（ステップＳ４３）。無効な移動方向であれ
ば警告のブザーを鳴らし（ステップＳ５０）、入力待ちに戻る（ステップＳ４０）。有効
な移動方向であれば入力されたカーソルの移動方向に対する表示内容の変更を行い（ステ
ップＳ４４）、カーソルデータをセットして（ステップＳ４５）、補助表示装置２の再表
示を行い（ステップＳ４６）、この後再び入力待ちに戻る（ステップＳ４０）。
【００４５】
ステップＳ４２において、カーソル移動キーでない場合、次に実行キーかどうかの判定を
行い（ステップＳ４７）、実行キーであれば実行時の処理を行い（ステップＳ４８）、そ
れに伴う表示内容の変更を行い（ステップＳ４９）、以降の処理はステップＳ４５に続く
。
【００４６】
ステップＳ４７において、実行キーでない場合は解除キーかどうかの判定を行い（ステッ
プＳ５１）、解除キーであれば現在の付加情報の表示内容に対し有効であるかどうか判定
する（ステップＳ５２）。有効であれば解除時の処理を行い（ステップＳ５３）、表示内
容の変更を行い（ステップＳ５４）、以降の処理はステップＳ４５に続く。ステップＳ５
１において、解除キーではない場合、及びステップＳ５２において解除キーが無効な場合
は共にブザーを鳴らして（ステップＳ５０）、入力待ちに戻る（ステップＳ４０）。
【００４７】
［第２の実施例］
図７は、本発明の第２の実施例である情報処理装置の表示例であり、補助表示装置２に透
明タブレットが重畳されている場合の操作メニュー表示例である。これらの図は全画面表
示を行った後に補助表示装置２に表示される内容を示している。
【００４８】
図７（ａ）はメニュー表示されている状態を示している。１～６までの各項目を補助表示
装置２に重畳された透明タブレットを直接指示して選択するようになっている。この状態
のときに項目１を指示してその階層下に移動した状態が、図７（ｂ）である。図７（ｂ）
では１つ上の階層に戻るための戻るアイコン（ｂ－１）が表示される。
【００４９】
図７（ｄ）乃至図７（ｇ）は図７（ｃ）に示すような例えば３行分のデータがある場合の
表示例である
図７（ｄ）は３行分のデータの１行目にカーソルがある状態を示している。この時移動で
きる方向は下だけであるので、それを示す下方向移動用アイコン（ｄ－１）が表示される
。
【００５０】
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図７（ｄ）の状態で下方向移動用アイコンを指示する等により、下方向移動したときの状
態が図７（ｅ）である。図７（ｅ）の状態では上方向と下方向に移動ができるため、上方
向移動用アイコン（ｅ－１）と下方向移動用アイコンが表示される。また項目の内容が表
示領域内に納まりきらないため、項目全部を表示するために画面をスクロールできるよう
になっている。そのために右方向移動用アイコン（ｅ－２）も表示されている。図７（ｅ
）の状態で入力装置から右方向移動用アイコンを指示する等により、右にカーソル移動し
た状態が、図７（ｆ）である。図７（ｅ）の残りの部分が表示され、移動用アイコンは上
下方向と、項目先頭部分を表示するための左方向への移動を示す左方向移動用アイコン（
ｆ－１）が表示されている。
【００５１】
図７（ｇ）は３行目に移動したときの状態を表している。項目内容と上方向への移動用ア
イコンを表示している。
【００５２】
本発明の第２の実施例における情報処理装置の入力処理の動作を図８のフローチャートを
用いて説明する。図８は、図４のステップＳ３５の処理をさらに詳細に説明するものであ
る。
【００５３】
タブレットである補助入力装置２に対する入力があると（ステップＳ６１）、まず上下左
右等のメニュー内の移動用アイコンかどうか判定を行い（ステップＳ６２）、移動用アイ
コンであれば移動に対する表示内容の変更を行い（ステップＳ６３）、補助表示装置２の
再表示を行い（ステップＳ６４）、入力待ちに戻る（ステップＳ６０）。
【００５４】
ステップＳ６２において、移動用アイコンではないと判定された場合、次に項目選択であ
るかどうか判定を行い（ステップＳ６５）、項目選択であれば項目選択時の処理を行い（
ステップＳ６６）、それに伴う表示内容の変更を行い（ステップＳ６７）、以降の処理は
ステップＳ６４に続く。ステップＳ６５において、項目選択ではない場合は戻るアイコン
かどうかの判定を行い（ステップＳ７１）、戻るアイコンであればメニュー内を戻る際の
表示内容の変更を行い（ステップＳ７２）、以降の処理はステップＳ６４に続く。ステッ
プＳ７１において、戻るアイコンではなかった場合はブザーを鳴らして（ステップＳ７０
）、入力待ちに戻る（ステップＳ６０）。
［第３の実施例］
図９は、本発明の第３の実施例である情報処理装置の表示例であり、マウス等のポインタ
を使用する場合の表示例である。図９（ａ）は通常画面表示時、図９（ｂ）は全画面表示
時の表示例である。
【００５５】
通常画面表示時（ａ）では、主表示装置１上に表示されていたマウス等のポインタ７０が
、全画面表示時（ｂ）では、補助表示装置２上に移動して表示される。
【００５６】
図１０は、本発明の第３の実施例である情報処理装置においてポインタとメニュー表示の
関係を示す図である。
【００５７】
図１０（ａ）は通常画面表示時の主表示装置１上のポインタ位置によって、全画面表示時
の補助表示装置２上のポインタ位置が変わることを表している。図１０（ｂ）は全画面表
示時の補助表示装置２上のポインタ位置を示す図である。通常画面表示時（ａ）のメニュ
ー上にポインタ７１があった場合、全画面表示時の補助表示装置２上（ｂ）では、相当す
る位置にポインタ７１を配置する。また、（ｃ）は通常画面表示時（ａ）にメニュー上以
外の場所にポインタ７２があった場合の補助表示装置２上のポインタ位置を示す図である
。全画面表示時の補助表示装置２上（ｃ）では、メニューの最初の選択項目位置にポイン
タ７２を配置する。
【００５８】
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本発明の第３の実施例における情報処理装置の動作を図１１及び図１２のフローチャート
を用いて説明する。
【００５９】
図１１は、２ボタンのマウスを使用する場合の動作を示すフローチャートであり、通常画
面表示中のマウスのポインタについての動作を説明する。図３のステップＳ１５の処理を
さらに詳細に説明するものである。
【００６０】
モードチェックにおいて通常画面表示中と判断されて付加情報があると、ポインタ位置検
出機能５３によって主表示装置１中の現在のポインタ位置情報を取得する（ステップＳ８
１）。次にこのポインタ位置の判断を行い（ステップＳ８２）、メニュー上にある場合は
ポインタ位置を補助表示装置２中のメニューの同じ位置にセットし（ステップＳ８３）、
メニュー外にある場合はポインタ位置を補助表示装置２中のメニューの先頭項目にセット
する（ステップＳ８４）。この後補助表示装置２にポインタを含む付加情報の表示を行う
（ステップＳ８５）。
【００６１】
以上の動作により、主表示装置と補助表示装置において、主表示装置で表示していたポイ
ンタが補助表示装置に移動しても相当する位置にポインタが配置され、また、相当する位
置がなければ先頭の項目の位置に配置されるようになる。
【００６２】
図１２は、２ボタンのマウスを使用する場合の動作を示すフローチャートであり、全画面
表示中の入力処理についての動作を説明する。図４のステップＳ３５の処理をさらに詳細
に説明するものである。
【００６３】
マウス入力があると（ステップＳ９１）、まず左ボタンが押されたかどうかを判定する（
ステップＳ９２）。左ボタンが押された場合は現在のポインタの位置情報を取得する（ス
テップＳ９３）。この位置情報から左ボタンが有効な位置であるかどうかの判定を行い（
ステップＳ９４）、有効であればポインタ位置の機能を実行し（ステップＳ９５）、補助
表示装置２の表示データ内容を実行に応じたものに変更する（ステップＳ９６）。その後
ポインタ情報をセットし直し（ステップＳ９７）、補助表示装置２にポインタを含む付加
情報を表示して（ステップＳ９８）、再度入力待ちに戻る（ステップＳ９０）。
【００６４】
ステップＳ９２において、左ボタン入力でなかった場合は次に右ボタンが押されたかどう
か判定を行い（ステップＳ１０１）、右ボタンの場合は現在のポインタ位置情報を取得す
る（ステップＳ１０２）。この位置情報から右ボタンが有効な位置であるかどうかの判定
を行い（ステップＳ１０３）、有効であればポインタ位置の機能を解除し（ステップＳ１
０４）、補助表示装置２の表示データ内容を解除に応じたものに変更する（ステップＳ１
０５）。以降の処理はステップＳ９７に続く。
【００６５】
入力が左右ボタンではなくマウスの移動のみであった場合、有効な移動であるか判定を行
い（ステップＳ１０６）、有効であれば、ステップＳ９７に移行してポインタ情報セット
以降の処理に続く。
【００６６】
ステップＳ９４及びステップＳ１０３において、左右ボタンが押されたときのポインタ位
置がそれぞれの機能において有効でない場合は、ブザーを鳴らして（ステップＳ１００）
、入力待ちに戻る（ステップＳ９０）。
【００６７】
以上、ここまで挙げた実施形態における内容は、本発明の主旨を変えない限り、上記記載
に限定されるものではない。
【００６８】
【発明の効果】
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【００６９】
補助表示デバイスに付加情報等を表示するため、主表示デバイスの最大領域まで使用して
表示しても、一部を隠すことなく画面最大領域を使用でき作業効率が向上する。また、通
常時の操作性については従来と変更ないので違和感なく作業ができ、通常表示と最大表示
でどちらも使いやすくわかりやすい操作性を実現する。
【００７０】
また、補助表示デバイスの内容に対して指示を入力できるようにしたため、最大画面を確
認しながら操作が行えることより、更に作業効率が向上する。
【００７１】
さらに、補助表示デバイス自身にタブレット機能を持たせたため、表示内容に対して直接
指示でき、操作間違いが減り作業効率が向上する。
【００７２】
さらにまた、主表示デバイスから補助表示デバイスに相当する位置に自動でポインタを動
かすようにしたため、指示のために入力手段を動かさなくて良く操作の手間が減り作業効
率が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の情報処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の情報処理装置の基本的な表示例を示す図である。
【図３】本発明の情報処理装置の基本的な動作を示すフローチャートである。
【図４】本発明の情報処理装置の画面の表示モードを指示する入力以外の入力があった場
合の動作を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施例における情報処理装置の操作メニュー等の表示例を示す図
である。
【図６】本発明の第１の実施例における情報処理装置の入力処理の動作を示すフローチャ
ートである。
【図７】本発明の第２の実施例における情報処理装置の操作メニュー等の表示例を示す図
である。
【図８】本発明の第２の実施例における情報処理装置の入力処理の動作を示すフローチャ
ートである。
【図９】本発明の第３の実施例における情報処理装置の操作メニュー等の表示例を示す図
である。
【図１０】本発明の第３の実施例における情報処理装置のポインタとメニュー表示の関係
を示す図である。
【図１１】本発明の第３の実施例における情報処理装置の動作を示すフローチャートであ
る。
【図１２】本発明の第３の実施例における情報処理装置の動作を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１　主表示装置
２　補助表示装置
３　ＣＰＵ
４　ＲＯＭ
５　ＲＡＭ
６　キー入力装置
７　ポインティングデバイス
８　内部記憶装置
９　外部記憶装置
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